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iao チャオ。ぼくの名

な
まえはアレッサ

ンドロ・フィリペーピ、だけどみん
なはサンドロ・“ボッティチェッリ”っ
てよぶ。どうしてこんなへんなあだ 

名がついたのか、ぼくにもよくわからない。もしか
したらバッティローロ、つまり金細工

きんざいく
職人
しょくにん

だった兄
にい

さんのアントニオが、みんなに“バッティジェッロ”
とよばれていたからかもしれない。それとも、もう
一人の兄

にい
さんジョヴァンニがふとっちょで、みんな

がからかって“ボッティチェッロ”とよんでいたから
だろうか。ボッティチェッロというのは小さな樽

たる
っ

ていう意味
い み
なんだ。ぼくたちのころはあだ名をつけ

られるのはあたりまえで、だれもおこったりしなか
った。だからぼくも家族

かぞく
もみょう字がボッティチェ

ッリになってしまっても文句
もんく
を言わなかったんだ。 

 さて、ぼくのはなしをしよう。 
 ぼくは 1445年にフィレンツェでうまれた。父

とう
さ

んのマリアーノは皮
かわ
なめし職人

しょくにん
で、母

かあ
さんはズメラ

ルダといった。男
おとこ
ばかりの 4 人兄弟

きょうだい
の末

すえ
っ子で、

いちばん上の兄
にい
さんがアントニオ、その下のジョヴ

ァンニとシモーネは二人ともわんぱくだった。 
 
 
firenze 
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 住

す
んでいたのはフィレンツェのオンニッサンティ

地区
ち く
にあるヌオーヴァ通

どお
り、いまのポルチェッラーナ

通
どお
りだよ。うちの近

ちか
くには、機織

はたおり
職人
しょくにん

や皮
かわ
なめし

職人
しょくにん

の仕事場
し ご と ば

がたくさんあった。 
 小さいころからぼくはとても活発

かっぱつ
で、勉強

べんきょう
も大好

だいす

きだった。ぼくはいつもなにかあたらしいことがなら
いたくて、はやくから読

よ
み書

か
きや計算

けいさん
をおぼえたんだ。

両親
りょうしん

はぼくのことをへんな子だとおもってた。だっ
て、おない年

どし
の友

とも
だちとはちがって、道

みち
であそぶより

も本
ほん
をよむことのほうがたのしかったんだから。 

 父
とう
さんはぼくに皮

かわ
なめし職人

しょくにん
の仕事

しごと
をおぼえてほ

しかったみたいだけど、ぼくはその仕事
しごと
がぜんぜん好

す

きじゃなかったんだ。だから仕事場
し ご と ば

にいくといつもと
んでもないことをやらかして父

とう
さんをこまらせてい

た。 
 
 
 

p.5 
 
 それである日のこと、父

とう
さんはぼくをアントニオ兄

にい

さんのところにやって、金細工
きんざいく

の仕事
しごと
をならわせるこ

とにした。ぼくはそっちのほうがぜったい気
き
にいるだ

ろうとおもったから。 
 そのとおりだったよ。ぼくは 15才

さい
年上のふとっち

ょ兄
にい
さんのことが大好

だいす
きで、とても気

き
があったし、兄

にい

さんもぼくをかわいがってくれていたんだ。兄
にい
さんは

ぼくのやりたいことをなんでもさせてくれて、仕事
しごと
を

しているとき、そばで見ることをゆるしてくれた。 
 兄

にい
さんの仕事場

し ご と ば
でぼくはたくさんのことをならっ

たけど、とくにデッサンが大好
だいす
きだった。それで19才

さい

のころからほんものの画家
が か
になることを夢

ゆめ
見るよう

になったんだ。 
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fuori dalla mia bottega 
 
し ご と ば
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mio fratello 
 

に い
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1475 年、フィレンツェ、ウフィーツィ美術館 
 
この絵

え
を注文
ちゅうもん

したのはガスパーレ・ディ・ザノービ・デル・ラーミ。ガスパー
レさんはフィレンツェの支配者

しはいしゃ
だったメディチ家

け
の人たちのしたしい友

とも
だちだ

ったから、絵
え
のなかに3人の博士

はかせ
やイエスさまの一家

いっか
だけでなく、メディチ家

け

や宮廷
きゅうてい

のえらい人たち、それに自分
じぶん
の肖像

しょうぞう
（右
みぎ
上の青

あお
い服
ふく
の人）もかいてく

れとたのまれたんだ。 
 
ぼくもいるんだよ。絵

え
の右

みぎ
下のほうにきみを見ている人がいるだろう。それが

ぼくさ。 
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p.32 
 

 
 
1482 年ごろ、フィレンツェ、ウフィーツィ美術館 
 
春
はる
というと、ぼくはいつでもこのきれいな庭

にわ
のことをおもいうかべる。ぼくの絵

え

のまん中には美
び
の女神

めがみ
ヴィーナスがいて、そのあたまの上では、キューピッド

が弓
ゆみ
をかまえている。左

ひだり
のほうではヴィーナスにつかえる3人の美

び
の女神

めがみ
が輪

わ

になってたのしそうにおどっていて、神
かみ
さまのメルクリウスが庭

にわ
から雲

くも
をおい

はらっている。 
右
みぎ
では、西風

にしかぜ
ゼピュロスにつかまえられたニンフのクロリスが、びっくりして

にげようとしている。そしてそのとなりでは、春
はる
の女神

めがみ
フローラがいいかおり

の花
はな
をあたりにまきちらしている。 
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p.42 
 

絵
え
の色

いろ
をよく見て。ぼくがこの絵

え
につかったのはみっつのパレットのうちどれ

だろう。 
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さあ、たいへんなことになった。ネズミがぼくの絵

え
をかじったもんだから、絵

え
にいくつ

も穴
あな
があいちゃった。なおすのをてつだってくれないか。絵

え
をよく見て、たりないとこ

ろに色
いろ
をぬってね。 

 
 
 
 
ネズミは絵

え
が大好

だいす
きなんだ 
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